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ゴムも含めた高分子材料は耐久性の向上などの技術的な進歩にともなって、近年ますます需要

が高まっている。特に、高分子材料に機能性材料を添加した高分子複合材料は、高分子単体では

得られない優れた特性を示すようになることから盛んに研究され、実用化が進められている。代

表的なものの一つがカーボンブラック粒子（フィラー）をゴム材料に添加した黒色ゴム複合材料

であり、タイヤや防振ゴムなどに幅広く用いられている。そのため、実用上の観点から故障や破

損の原因となる黒色ゴム内部の状態を非破壊・非接触で診断する手法が求められている。高分子

を非破壊・非接触で測定する方法の一つとして光学的な手法が古くから利用されてきたが、黒色

ゴムは可視光に対して不透明であるために既存の手法では内部を調べることはできなかった。 

最近、我々のグループは、テラヘルツ光が黒色ゴムに対して高い透過性を有していることを利

用し、テラヘルツ偏光計測を用いた黒色ゴム内部状態の研究を行ってきた[1–4]。その結果、カー

ボンブラックフィラーがテラヘルツ周波数帯の光学応答に強い影響を与えることを見出し[1]、そ

の知見を活かして内部歪み検査法の開発[2]や内部フィラーネットワーク構造の推定[3]に成功し

た。これらの研究成果は全て透過型テラヘルツ偏光計測装置を用いて得られたものであるが、よ

り幅広い応用を考える上では反射測定系で測定ゴム試料の内部状態を測定できることが望ましい。

しかし、今までに提案されている反射測定系は透過測定系に比べて複雑な実験配置になることが

多く[5]、そのまま応用することは困難であった。今回、我々は市販のテラヘルツ時間領域分光装

置をベースとした可搬な反射型テラヘルツ偏光計測装置を開発し、黒色ゴム内部のフィラーの配

向状態を観測することに成功した[6]。本講演では、開発した装置および解析方法の詳細について

発表する。 
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